
北海道・知床研修報告 

1. はじめに 

知床研修の初日、私たちは女満別空港に到着した後、まず海岸へ向かい、

流氷を実際に観察した。流氷は知床の冬を象徴する自然現象であり、海岸に

広がる氷の景観は非常に印象的であった。これまで写真や映像でしか見たこ

とがなかったが、現地で直接観察することで、知床の厳しい自然環境と海洋

生態系の特徴をより強く実感することができた。 

オホーツク海から流れてくる流氷は、栄養塩を運び、海洋生態系に大きな

影響を与える重要な自然現象である。この現象を実際に観察することで、気

候、海洋環境、そして地域の漁業との関係を理解することができた。 

2. 地域漁業の観察 

流氷の観察の後、私たちは港へ移動し、地域で使用されている漁船を見学

した。港湾施設や漁船を実際に見ることで、知床の漁業がどのように運営さ

れているのかを理解することができた。 

知床の漁業は、海水温、気候条件、流氷などの自然環境の影響を強く受けて

いる。港湾施設や船舶の設備は、このような自然条件に適応しながら発展し

てきた地域産業の特徴を示している。今回の見学を通して、漁業が地域社会

と自然環境の両方と密接に結びついていることを実感した。 

 

                Figure 1. 知床海岸で観察された流氷                                  Figure 2. 知床の港で観察された漁船 

3. 北洋共同漁業株式会社の訪問 



港の見学の後、私たちは北洋共同漁業株式会社を訪問し、社長の伊藤様に

よる講義を聴講した。講義では、知床における漁業の特徴や、現在直面して

いる課題、そして今後の可能性について説明していただいた。 

特に印象的だったのは、知床の漁業が単なる企業間競争ではなく、地域全

体で海洋資源を共有しながら管理している点である。例えば、定置網の網目

サイズを調整するなど、漁業者同士の協議によって資源管理のルールが作ら

れている。このような取り組みは、地域レベルで海洋資源を管理するローカ

ル産業ガバナンスの一例であり、持続可能な漁業管理の重要な要素であると

感じた。 

また、講義では気候変動の影響についても説明があった。近年、海水温の

上昇によって魚種の分布が変化し、秋鮭の漁獲量が減少するなど、地域漁業

に影響が出ている。このような環境変化は、漁業者の収入や地域産業構造に

も影響を与える重要な課題となっている。 

 

Figure 3. 北洋共同漁業株式会社でのフィールドスタディ 

4. Ecosystem Services と Blue Carbon 

地球環境学の視点から見ると、海藻などの海洋生態系は重要な**Ecosystem 

Services（生態系サービス）**を提供している。海藻は魚類の生息場所を提

供し、海洋生態系の生産性を高める役割を持っている。 

さらに、昆布などの海藻は成長過程で二酸化炭素を吸収するため、近年注

目されている**Blue Carbon（ブルーカーボン）**の観点からも重要である。

現在、海藻による CO₂吸収量を評価し、カーボンクレジットとして活用する

研究や政策も進められている。 

このような取り組みは、環境保全と地域経済の両方を同時に実現する可能

性を持つと考えられる。 



5. 漁業と観光の連携 

今回のフィールドワークを通して、知床の将来において重要な方向性の一

つは、漁業と観光の連携であると感じた。 

これまで知床では、漁業、観光業、農業などがそれぞれ独立して発展して

きた。しかし近年では、地域資源を活用した新しい連携の形が生まれつつあ

る。例えば、地元の水産物をホテルやレストランに提供する取り組みや、港

の見学、漁業体験などが挙げられる。 

また、水産物の自動販売機など、新しい販売方法も導入されており、地域

の水産資源を消費者に直接届ける仕組みが生まれている。 

 

Figure 4. 漁師直販の水産物販売機 

このような取り組みは、漁業者の収入源を多様化させるだけでなく、観光

客に海洋環境や地域文化を理解してもらう機会にもなる。 

6. 今後の展望 

今後の展望として、いくつかの可能性が考えられる。 

第一に、昆布養殖技術の発展である。養殖技術の改善によって、海洋生態

系の回復と水産資源の持続可能な利用の両立が期待される。 

第二に、Blue Carbonの研究の発展である。海藻による CO₂吸収を適切に評

価することで、環境保全活動を経済的価値と結びつけることが可能になる。 

さらに、漁業と観光の連携は、新しい人材育成の可能性も持っている。漁

業体験や環境教育などを通して、若い世代が地域産業に関わる機会を増やす

ことができる。 



7. おわりに 

今回のフィールドワークを通して、知床の漁業は自然環境、地域社会、そ

して観光産業と密接に関係していることを学んだ。 

Ecosystem Services や Blue Carbon の視点を取り入れることで、環境保

全と地域経済の両立を目指す新しい地域モデルが形成される可能性がある。 

知床は、漁業、観光、環境保全が相互に関係する社会・生態システム

（Socio-Ecological System）として発展していく重要な地域であると考えら

れる。 
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